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The nighttime landscape in the waterside space has various landscapes depending on the 
combination of the city’s behaviors and waterfront lighting. In this research, we spot the landscape that 
we see on a daily basis, such as when a person is walking. It aims to guide the difference between day 
and night of the landscape, the difference due to lighting elements, the difference in urban space 
depending on the number of the people and their changes what kind of space people prefer. 
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１．	 はじめに 
現在の都心部の夜景は,量的な明るさを追求してきた
あまり貧しいものになっている.ただ明るくすれば良い
というものではなく,その場所に適した明かりを用いる
ことが大切である.都市の空間から照明の美しさをさら
に引き立てる水辺空間の照明計画のあり方を検討してい
く.	 
本研究では、東京都に流れる隅田川の言問橋から勝鬨
橋までを対象とする.において,水辺空間を形成する都市
空間を読み取り,照明を公共照明と民間照明に分け,どの
ような影響を及ぼすのかを明らかにする.評価方法として,
人の数の分布・推移により人が集まるポジティブな水辺
空間の実現を目的とする. 
 
２．	 夜間景観の事例と既往研究 
（１）	 日本における夜間照明の成り立ち	 
日本における夜間照明の始まりは縄文時代に遡る。火
を用いた篝火が使用され,神事の際に使用された。鎌倉時
代に入り初めて街灯（図 1）の役割を果たす照明が設置さ
れたのが行灯である. 
明治時代に入り初めて都市の街灯が設置され,その後銀
座にて日本初の電気街灯であるアーク灯（図 2）が点灯さ
れる. 
 大正時代に入ると街灯のみでなく,商店街にすずらん灯
設置される.昭和時代になると蛍光灯の光が建物の中から
漏れだすようになり,現代では LED が普及し神事の際に
利用される灯籠や提灯でさえも LED が利用される。. 
 
 
	 	 図 1	 石行灯	 	 	 	 	 	  図 2	 アーク灯 
 
（２）	 夜間景観の事例	 
韓国のソウルに流れる青渓川の事例を挙げる.1940 年
代からゴミや生活排水により汚染され,都市化が進む中で
1958 年にコンクリートで覆われた.1967 年には上に高架
道路が建設され,30 年間下水道として利用された.人と自
然が共生する都市を目指して 2003年に復元計画を進行し
既存の高架道路を撤去した.照明計画として水の景観や橋
梁,植物,ゾーニングの個性を生かし,美しい景観を演出し
た.安全とともに植物,生物の生態系を考慮し,人の集いの
場にはアクセントのある照明,ビオトープには最小限の照
明を設置して自然環境への配慮もしている. 
 
 
	  図 3	 清渓川の変遷	 	 図 4	 清渓川の照明計画 
 
（３）	 既往研究の整理	 
	 夜間景観の既往研究は,夜間街路景観と夜間眺望景観の
視点の位置により大きく分類できる。多くの研究では夜
間街路景観に焦点をあてられ,都市の照明環境や景観のイ
メージ,人間の行動の分析などから評価を行なうものであ
った。 
	 水辺空間としては,都市からの光に自らの反射光による
光がプラスされることを評価するものや SD 法から因子
分析をしたもの,景観の要素とスカイラインから定量的に
把握したものなどがある. 
	 本研究は水辺の夜間街路景観にあたり,人間の行動の分
析である人の数の分布と推移により評価を行なう. 
 
３．	 水辺空間構成と照明要素 
（１）	 スーパー堤防とカミソリ堤防 
	 隅田川では高潮対策として川と街区の間に高くそびえ
立つコンクリート防壁のカミソリ堤防（図 5）が昭和 50
年までに建設され,人と水辺が隔離された.厚みの薄いカ
ミソリ堤防では川が増水している時に地震などによる崩
壊の恐れがあるため,昭和 60 年からスーパー堤防に変更
する整備が進められてきた.盛り土で幅の広いスーパー堤
防（図 6）にすることで,地震への安全性が高まると共に
人と水辺の距離が縮まった.さらに,背後の空間との一体
開発を行なうことで連続性のある水辺都市空間を創出す
ることが可能である. 
 
 
図 5	 隅田川の堤防の現状 
 
 
	 図 6	 カミソリ堤防	 	 	 	 	 図 7	 スーパー堤防	  
 
 
 
	  図 8	 カミソリ堤防	 	 	 	 図 9	 スーパー堤防 
 
（２）	 公共照明 
	 橋梁の照明がどのようになっているかを考察する.言問
橋から勝鬨橋までの範囲に 12 本の橋が掛かっている.構
造と照明方法ごとに分類する. 
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図 10	 橋の構造と照明方法の分類 
 
（３）	 民間照明 
a)時間別に見る建物内部からの光 
オフィスビルである住友ツインビルで分析していく. 
 
 
	 	 	 図 11	 19 時	 	 	 	 	 	 	 図 12	 20 時 
 
 
	 	 	 図 13	 21 時	 	 	 	 	 	 図 14	 22 時 
 
表 1	 住友ツインビルの窓から光が漏れだす割合 
 19 時 20 時 21 時 22 時 
A 68.48% 66.67% 61.21% 46.97% 
B 30.50% 42.05% 39.77% 40.91% 
C 11.30% 18.18% 22.73% 9.10% 
 
	 大規模なオフィスビルは,横に長くまとまった光を外部
にもたらす.時間別に光が窓から漏れだしている割合の変
化は,19 時から 20 時ではほとんどない.20 時から 21 時で
多少の変化が見られ,21 時から 22 時では,非常に大きな変
化が表れる.また,19 時から 22 時では約 2/3 となる. 
b)看板による光 
	 看板照明は大きく 3 種類の照明方法に分けられる。１
つ目は、非発光の背景に文字や枠などが発光体となるも
の（図 15）。2 つ目に全体が発光体であるもの（図 16）。
3 つ目に非発光の看板に照明器具により光をあてる方法
である（図 17）。 
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図 15 	 黒背景に文字と	 	 	 	 図 16 全体が発光体	 	 	 	 	  
	 	 	 枠が発光体の看板	 	 	 	 	   である看板	 	  
 
 
図 17	 非発光体に照明器具 
	 	 	  により光をあてる 
 
４．	 隅田川における人の分布と照明 
（１）	 スポットごとに見る照明のあり方 
言問橋〜東武スカイツリーラインの人口分布と都市景
観 
	 右岸では、水辺と建物との間に公園があるため、建物
からくる光は遮断されてしまう。公園は公共照明以外か
らの光がないため闇の空間が生まれる。明るすぎず暗す
ぎず団体よりも少人数の人たちに好まれる傾向があった。
昼景よりも夜景の方が人の数が多いことから照明計画に
よってポジティブな空間になったと考えられる。	 
	 左岸も右岸と同じく公園が建物との間に存在し、公
共の光のみとなる。街灯の光が暗く、木に覆われる部分
もあり全体的に暗い空間になる。停泊所が良いアクセン
トとなる。	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図 18	 言問橋と東武スカイツリーライン鉄橋の都市空
間と人の分布 
 
表 2	 隅田川の人口推移 
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